
・ 世界レベルの観測が可能な設備と、科学魚群探知機等の新たな設備の搭載
・ 海氷域における必要十分な砕氷・耐氷性能と通常海域を含む観測性能を両立するための船型
・ 安全かつ効率的な運航に資する先進的な氷海航行支援システムの搭載
・デュアルフューエル機関の採用による環境負荷低減、低燃費の工夫
・ 十分な定点保持機能と効率的な推進システム
・ ROV、AUV等の無人探査機器の運用
・ 安全確保、海氷等観測用のヘリコプターの運用機能
・ 十分なラボスペース、優れたネットワーク等の世界レベルの研究・分析環境
・ 国際プラットフォームとして、ユニバーサルな居住環境の実現
・ 豪雨等による自然災害発生時の被災地支援対応

＊国際船級協会連合（IACS）が定める氷海における船の耐氷能力を
証明する統一規則。ポーラークラス４は、「多年氷が一部混在する厚い
一年氷がある海域を通年航行可能」と定義されている。

○ 北極域研究船の想定要目

○ 北極域研究船の主要要件
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➀ ラジオゾンデ・係留気球などによる
    気象・大気観測

北極域は、海氷の減少などの急激な環境変化が進み、
その変化が経済活動の活発化をもたらしています。また、
北極域の環境変化は、我が国など地球全体の気候・気象に
も大きく影響を及ぼしており、北極域が抱える課題はグロー
バルな視点でとらえる必要があります。我が国は、北極域に
隣接しその影響を受ける国として、さらには世界のリーダー
の一員として、北極域が抱えている諸課題の解決に科学的
根拠をもって貢献していくことが責務となります。

このような状況を踏まえ、我が国は、国際的な研究プラット
フォームとして活用可能な、十分な砕氷機能と世界レベルの
観測機能を備える北極域研究船の建造を決定しました。

北極域研究船によって、国際連携のもとで北極域に存在す
る諸課題の解決に資するための研究活動を促進し、持続可
能な北極域の実現を目指すとともに、研究者や技術者など
の人材育成に貢献していきます。

ラジオゾンデの放球によって、海上上空の
気圧、温度、湿度等の機動的な観測を実施。
また係留気球を用いた温室効果ガスなどの
詳細な大気化学成分を調査。

➁ドップラーレーダーによる
    降雨・降雪観測

海上に発達する雲に電波を発射し、雲の中
の風向・風速や雨滴・雪片の降水速度・量
の観測を実施。

➅係留系による定点観測

海氷が存在する冬季を含む通年での海洋物
理・化学・生物学的時系列データを取得する
ための係留系による定点観測を実施。北極域
研究船は、係留系の設置回収を行う。

➆ CTD採水システムによる海洋観測

表層から海底までの水温・塩分を測定
するとともに、採水により、海水中の二
酸化炭素や栄養塩・微量金属・プランク
トンなどの観測を実施。➄海底サンプリングシステムによる

    堆積物の採取

北極海の数万年前からの環境の復
元を可能とする海底堆積物を攪乱す
ることなく柱状に採取し、物理・化学
・生物学的な性状を把握。

➇音波探査による
   海底地形や生物資源調査

音波を用いた海底地形の調査や海洋生態系
を理解するための生物資源調査を実施。

➈無人探査機による海底探査

無人探査機を運用し、海中・海底において海
底地形や堆積物・底生生物のモニタリング・
試料採取、映像取得などの探査を実施。

➃ 自律型空中・海中観測ドローンによる
    非破壊の海氷観測

北極海海氷域において、空中・海中の双方
から非破壊で海氷の観測を実施。氷の厚さ
や形状、海氷下の海洋環境・生物なども把
握可能な技術の実現を目指す。

➂船体構造の応答モニタリング

安全な操船や効率的なメンテナンスに活用
するために、砕氷等によって船体に生じるひ
ずみ等のデータを測定。

日本初の北極域研究船

※このイラストは模式的に観測機能を紹介するものであり、実際の状況や運用とは異なります。


